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【緒言】 

2005 年 bj リーグの開幕を皮切りに日本のト

ップバスケットボールリーグは、本格的にプロ

化が進みだした。前述したようにJリーグには

キャリアサポートセンターの設置により引退・

解雇に伴う選手たちのサポートを現役時代から

行えるような体制を整え、プロ野球界では OB

が中心となりセカンドキャリアに対する取り組

みを行っている。このような現状の中、本研究

では、日本のトップバスケットボールリーグに

おけるキャリアサポート活動についての「現状」

「課題」「要因」を明らかにすることを目的とし、

日本のバスケットボール界において今後どうい

ったキャリアサポートが必要であるのかを考察

する。 

 

【先行研究】 

 キャリアサポートを考える上では、アマチュ

アかプロかによって求められる支援の仕方や、

その内容が異なるため各リーグにおける選手の

契約形態の違いを考察した。JBL・WJBL におい

ては「Ⅰ種」「Ⅱ種」の２種類の登録区分が存在

する。Ⅰ種に属する選手はプロ契約選手、嘱託

社員、契約社員などである。Ⅱ種はチーム企業

の社員選手のことを指す。その内訳は JBL《Ⅰ

種59人（64.1％）Ⅱ種33人（35.9％）／92人》、

WJBL《Ⅰ種75人（66.4％）Ⅱ種38人（33.6％）

／113人》であった。bjリーグは《90人（100％）

／90人》がプロ契約（業務委託契約）であった。 

 

【調査方法】 

 日本のトップバスケットボールリーグである

日本バスケットボールリーグ(JBL)、日本プロバ

スケットボールリーグ(bjリーグ)、バスケット

ボール女子日本リーグ機構(WJBL)を訪問し、各

リーグ競技運営部、アカデミー事業部、に対し

てキャリアサポートの「現状」「課題・弊害」に

ついて、インタビュー調査を行った。 

 

【調査結果】 

＜現状について＞JBL・WJBL はキャリアサポー

トに対する取り組みは行っていなかった。bjリ

ーグはスクール事業を通して選手を再雇用する

仕組みを作っていた。bjリーグのキャリアサポ

ートとしての取り組みは、「bj リーグ公認バス

ケットボールスクール」を開校し、元選手をス

タッフとして派遣するというものであった。し

かし、現状では引退選手はおらず、実際に事業

を通しての再雇用実績はなかった。 

＜課題・弊害について＞JBL は、協会やバスケ

ットボール界全体としての課題を挙げた。WJBL

は、チームでの現状やリーグ組織の小ささを課

題として挙げた。bjリーグは、現在進行してい

るキャリアサポートを行う上で、指導力、協会

との関係、施設を課題として挙げた。 

 

【考察・結論】 

本研究によって、JBL・WJBL においては選手

のセカンドキャリアに対するキャリアサポート

を行っていない現状が明らかになった。それと



ともに、キャリアサポートを行う上での課題は、

日本バスケットボール協会とともにバスケット

ボール界全体として取り組んでいかなければ解

決できないということも明らかになったと言え

る。bjリーグにおいても現状の施策では、根本

的なセカンドキャリア問題の解決にはならない

と言える。今後の日本バスケットボール界の発

展のため、トップリーグの不安定な企業スポー

ツからの脱却、プロ化、そして統一が必要であ

るだろう。そして、それらを達成した上で一貫

したキャリア教育体制を整えていくべきである

と言えるだろう。 

 


